​​▼みなさん、日本共産党です。この場所をお借りして訴えさせていただきます。
▽安倍首相は「２０２０年を新しい憲法が施行される年にしたい」として、自衛隊の存在を憲法９条に書き込むことなどを表明しました。改憲の具体的な時期に踏み込んだのは初めてのことです。さらに、野党議員の追求に、安倍首相は答弁を拒否して「詳しくは読売新聞を読んでいただきたい」などと答弁するなど、とんでもありません。
▽みなさん。安倍首相は、これまでの政府の憲法解釈をくつがえして、集団的自衛権の行使を認めました。戦争法の強行によって、自衛隊が世界のどこでもアメリカ軍を支援できるようにしました。そのうえ自衛隊を憲法に書き込めば、ただ単に自衛隊の存在を追認することにとどまりません。なんの制約もなく、海外での武力行使ができるようになってしまいます。ここに一番の危険があります。
▽みんさん。だいたい憲法９条の改悪を国民は望んでいるでしょうか。

最近の世論調査でも「憲法９条が日本の平和と安全に役立っている」が８割を超えています。また、９条の改定に反対する声は多数です。ＮＨＫの世論調査では、国に優先的に取り組んで欲しいことは、社会保障や景気・雇用対策が多数です。憲法改正は必要ないが過半数です。ましてや、東京オリンピックを改憲の期限に持ち出すことは、オリンピックの政治利用です。まして首相には、憲法９９条にもとづき、憲法を守る義務があります。期限を区切って改憲を述べることは、憲法違反の何ものでもありません。
▽みなさん、ごいっしょに憲法を守れの声を広げようではありませんか。
▼みなさん。安倍政権は、今の国会で「共謀罪」を強行しようとねらっています。

「共謀罪」の最大の問題は、何を考え、何を合意したかが処罰の対象になる。「心の中」を処罰するということです。実際におきた犯罪のみを罰するという大原則を根本からひっくり返すものです。
「心の中」を処罰しようとすれば、電話の盗聴、メールやラインの傍受などが必要となってきます。息苦しい監視社会をつくることになります。安倍政権は、「テロ対策」のためだといいますが、まったくのゴマカシです。
▽日本共産党は、「共謀罪」に反対する各界各層のみなさんや野党各党と力をあわせ、憲法違反の悪法を廃案にするために全力をつくします。
▼みなさん。日本共産党の国会論戦が大変話題になっています。衆議院でも、参議院でも議席を増やしていただいた結果、日本共産党の質問時間が大幅に増えたからです。
▽日本共産党が伸びれば、野党共闘を前に進める力にもなります。来たるべき総選挙は政治を変えるチャンスです。日本共産党へのご支援をよろしくお願いします。
▼みなさん。暴走政治との国民のたたかい、国会論戦を連日報道している、しんぶん赤旗・京都民報をぜひお読み下さい。訴えを終わります。ありがとうございました。
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